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剣道の有効打突に関する 一考察

一一正面打の成功・不成功時における動作的要因について一一
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剣道における打突動作に関する研究は，有効打突に焦点をあて，打突のより効果的な動作を

解明するために， cinematographyや electromyography等の面から検討が進められてきて
(1)(2)(3)(6) 

いる。 cinematographyの面で坪井は，打撃動作中の移動姿勢をとらえ，身体各部の相互関係
(7) 

を速度の面から検討し剣道鍛練者は合理的で効率の高い速度配分で打撃が行なわれていると

また，坪悲は竹万速度と身体各部の打撃姿勢との研究で， r鍛練者の上肢と竹万先端は，

竹万振り上げ最高時の前後にそれぞれ急速な動きがみられ，竹刀振り上げ最高位では速度が減

示し，

じて，打撃部位を確認しているようである。また，竹万振りおろしでは瞬発的で大きな力が働

いている」と報告している。また， electromyographyの面で小宮らは，剣道の面打撃動作に

丹羽・猪飼は，打突動作の際に働いてい
ω 

る筋肉を検討し，剣道の打撃の際に一般的に{動いている筋肉は，携側手根屈筋，

おける上肢屈筋と仲筋の活動を筋電図上から検討し，

上腕二頭筋，

星

共通的に左手首の筋は，竹万を保持するために川らは，基本打突の上肢筋群の働きを検討し，

強く働き，右手首の筋は，打つために働いていると示している。その他多くの文献をみること

僧帽筋が主で，次いで上腕三頭筋，三角筋，大胸筋，俳腹筋であると報告している。また，

が出来る。

主として有効打突を行なった者の動作中の身体各部の分析これらの先行研究は，しカミし，

* 
q
A
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剣道の有効打突に関する一考察

や，熟練度による比較等であり，打突が有効打突になったり〈成功)，有効打突にならなかった

〈不成功〉時の打ち手〈仕かける者〉と受け手〈受ける者〉の動作の相互関係を研究対象にしたも

のは殆んどみられない。

剣道は，相対するこ人が「竹万」を用いて相互の動きの中で打突を競い合う対人的スポーツ

である以上，相対する二人の種々相互関係を理解し，その要因を究明し，明瞭化し，把握する

ことは，対人的技能の習得や習熟はもちろんのこと，剣道指導上からも極めて重要なことと考

えられる。そこで筆者は，数年来より，この相対する二人の相互関係に焦点をあて，動作分析

と筋電図の面から検討を進めてきた。慶底義塾大学体育研究所紀要第24巻1号では，打突の成
凶

劫・不成功時の打ち手と受け手の関係を打突時の竹万速度の速度率から検討を行ない， しかけ

わざでも，そのわざが成功したり，不成功であった場合，打ち手と受け手の竹万の速度率の関

係は，それぞれ，わざによって値は異つてはいるが，成功する時は一定の係数範囲内に分布し

ていることを示した。このことは，有効打突を行なう上で両者の竹万速度が大きな要因の一つ

であることを意味し有効打突を行なう場合は，との係数範囲内での竹万操作が必要であり，

重要な要因の一つであることを示した。また，筆者は「剣道の有効打突時における筋電図学的

研究」で， 応じわざの場合， 打突が成功するときは， 受け手の竹万操作を司さどる上肢筋群
闘

が，筋収縮状態も筋の相互作用も合理的に働き，受け手が打ち手の竹万の動きに上手くタイミ

ングを合わせて応じ打突していることを示した。

本研究は，剣道の試合並びに稽古中に，どのような「面わざ」を使用しているかを分類する

とともに，その時に一番数多く使用された「面わざ」に焦点をあて，そのわざが成功・不成功

になる時の打ち手と受け手の相互関係を，上体の動きや竹万操作の面から検討を行なった。す

なわち，打突が成功したり，不成功であった時には，打ち手の動作の聞に，各々共通する要因

がみられるものと考え，次に示す測定方法により検討を加えた結果，動作的要因がみられ，一

応の結果を得たので報告する。

E 測定方法

1. 被験者

本研究は， 熟練度の検討ではなく， 打突の成功・不成功の動作を対象にしたものであるの

で，被験者は連日練習を行なっている剣道経験年数の幅を広げた。被験者の内容は， K大学剣

道部の合宿に参加したO県警察及びO大学剣道部員で，経験年数3""'20年，段位2""'6段，年

齢18""'28歳の男子80名とした。

なお，対象動作の一つである正面打の動作分析に際しては，大学剣道部員で経験年数8""'10 
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剣道の有効打突に関する一考察

年，段位3"'4段，年齢20"'23歳の男子10名とした。

2. 対象動作

(1) 面わざ 稽古・試合時に使われる面わざを検討した。

(2) 正面打 正面打でも受け手の動作によって，次の三つのタイプに分類し対象動作とし

た。

げ) 受け手が居付いている時。

(ロ) 受け手が前へ進む時。

り受け手が後へ退がる時。

以上の対象動作をするときの成功・不成功時の打ち手と受け手の動作を分析し検討を行なっ

た。

3. 測定方法

(1) 稽古・試合時の全動作をボレックス製16mmカメラで連続撮影した。その時のフィルム

速度は64/secである。

(2) 撮影の位置及び方向は，被験者の移動にともなう角度差を考え，距離を10mとした。

なお，方向は，撮影中は一定にせず，データー処理の段階で被験者の右側面から撮影したも

のを抽出した。

(3) カメラの高さは床面から1.2mとした。

4. 測定個所

(1) 上体角度 上体の前・後傾を判断するための角度である。床面から腸陵点を通る垂直

線と肩峰点をむすんだ内角。

(2) 竹万角度 構え時から，どのように竹万の角度を変化させて打突に移行するかをみる

ための角度で、ある。竹万先端と握り点〈右〉をむすんだ直線と， 床面と平行に握り点を通る直

線とをむすんだ角度。

(3) 相互の面の距離 打ち手と受け手の距離の短縮をみるための距離。両者の頭頂点間の

直線距離。

(4) 竹万速度 竹万がどの位の速さで移動しているかをみる。竹万先端の平均移動速度。

(5) 面速度 頭部がどのような速さで移動しているかをみる。面の平均移動速度。
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剣道の有効打突に関する一考察

E 整理方法

1. 打突の成功と不成功の基準は，そのわざが有効打突につながったものを成功とした。有

効打突は，全日本剣道連盟の試合規則，第17条の基準である「充実した気勢，適法な姿勢をも
闘

って，竹万の打突部で打突部位を正確に打突したもの」である。なお，撮影されたフィルムの

内，試合中の有効打突の判定は審判員の判定が同時撮影されているが，稽古中に撮影されたも

のの判定は剣道7段と 6段の者3名が16mmフィルムを映写し，有効打突の有無を行なった。

不成功の基準は，そのわざが有効打突につながらなかったものとした。

2. 稽古・試合で使われる面わざの分類は， 16mmカメラで連続撮影した中から，面わざの

みを抽出し検討を行なった。

3. 正面打の動作分析は，連続撮影した中から被験者が前に出て正面打を行なったもので，

撮影方向が右側面であるものを各10例抽出し，動作の起り〈竹万の動き始め〉から打突までの全

移動過程の変化を検討した。

4. 速度の測定は，フィルムを3コマごとに分析装置で透写し，移動距離から各個所の平均

移動速度を算出した。

IV 結果ならびに考察

1. 面わざの種類とその傾向

表 1は剣道の稽古1時間，試合2試合 (9人制2回〉を実施している時に使われた面わざの成
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表1 面わざの傾向(成功例〉

わざの種類 |本数ω|わざの種類 1本数ゆ

正 面 1101 ω 面返し面 8 (4) 

小手→面 小手抜き面| 6 (3) 

払 し、 面 23 (12) 4 ( 2) 

面右にに対さばLいて抜き面 I22 (11) 3 (2) 
いっし 面

ム、
口

J
T
1
 

4}=怜H 192本

数の13%である。次に払い面の23本(12%)，面抜き面22本(11%)の順である。また， しかけ

わざと応じわざとの関係をみると， しかけわざが全本数の約80%を占めている。

。。
ワ臼



剣道の有効打突に関する一考察

これらの結果が示すように，面打をより有効にするためには，竹万操作と身体の動きを打突

目標に向って直線的に操るわざが多く使われる傾向がみられる。このことは，相手の打突に反

応して打突を行なうのではなく，出来るだけ竹万操作や体さばき等の複雑性の少ないわざを用

いて，相手の竹万操作や動作の隙をとらえ打突動作をおこなっているものと思われる。

2. 正面打の成功・不成功時における受け手の状態

表 lの結果，面わざで一番数多く使われた正面打に焦点をあて，打ち手の打撃が成功した

り，不成功になった時の受け手の状態を， 16mmフィルムで観察し，上体の動きと竹万の方向

がどのようになっているかを分類したものである。正面打を行なった総本数は324本であり，

その内訳は，成功本数が101本で総本数の31%を占め，不成功の本数が223本で総本数の69%

であった。

(1) 打ち手が成功した時の受け手の状態

受け手が打たれた時の動作の状態は，表2が示すように6つのタイプに分類された。一番多

い動作を挙げれば，上体が前傾し，身体が多少

前に移動した所で，その時の竹万の方向が右上

に聞いたところを打たれたものが， 38本あっ

た。これは全本数の38%にあたるものである。

二番目は，上体が後傾し，身体が多少後に移動

し，竹万の方向が右上に聞いたところを打たれ

たもの27本 (28%)，次に上体も身体も動かず

〈居ついた状態)，竹万のみが右上に聞くところ

を打たれたもの 15本(15%)となっている。そ

の他，竹万の開く方向で、異った例がみられる。

これらの結果から打ち手が成功した時の受け

手の状態は大きく分けて次の 3通りになる。

① 身体が前に出ょうとするところ。

② 身体が後へ返るところ。

③ 身体が居ついたところ。

表2 成功した時の受け手の上体と竹万の方向

!本数ω
竹身体万が前右に出て，く上体が前傾し
が上に開

38 (38) 

27 (27) 

身竹体万がと上右体上がにそ聞のくままで， 15 (15) 

上体が前傾し，竹万が左上に聞く| 10 (10) 

上体が後傾し竹万が右下に聞く! 6 ( 6) 

上体が前傾し，竹万が右下に聞く i 5 ( 5) 

ムI二1、 計

いわゆる，この三つの状態は，従来から剣道で打ち手の打突の機会として言われている出

頭，退く所，居つきであり，このような機会を逃がさずに打突動作を起こせば成功する確率が

高いということを裏付けるものである。

(7) 打ち手が不成功になった時の受け手の状態

- 29ー
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表3 不成功時の受け手の状態 表3が示すように，打ち手が正面打を行

ない不成功になった総本数は223本であっ

た?。総本数を分類すると， 11の項目にな

り，その内訳は，受け手の動作によって不

成功になったものが8項目で，全体の85%

を占めている。また，打ち手の動作によっ

て不成功になったものが3項目で，全体の

15%である。特に，打ち手の動作によって

不成功になったものは距離が近すぎ、たり，

遠すぎナニりしたものと，打突した時の体勢

が不十分であったものである。

打ち手の打突を不成功にさせた時の受け

手の動作で一番多いのは，打ち手が面打に

来る所を右前に移動し，右前で打ち手の竹

万を受けるのが73本で全体の33%を占めている。二番目が右後に移動し，右前で打ち手の竹万

|本数 ω
右前に移動L，右前で受ける | 73 (33) 
右後に移動し，右前で受ける 39 (17) 

受け手

剣先を中心につける 21 (9) 

右前に移動し，手もとをおさえる 15 (7) 

の
小手をうつ 15 (7) 
動作
胴を抜く 13 (6) 

右前に移動し，左前で受ける 9 (4) 

右後に移動し，左前で受ける 4 (2) I 

打ち 打つ距離が近すぎる 16 ( 7) 

手 体勢が不十分 10 ( 4) 
の

動作 打つ距離が遠すぎる

A 口 計 223 (100) 

を受けるのが39本で全体の17%，次に，剣先を打ち手の中心(正中線上，特に胸部，突部〉につけ

る場合が21本で全体の 9%のJ[買である。

これらの結果から受け手の受ける動作を大きく分けると，次の 3通りになる。

① 前に出ながら受ける。

② 後に退がりながら受ける。

③ 打ち手の手もとあるいは中心につけて受ける。

この3通りの動作を全部合わせると，不成功になった総本数の72%を占めている。

以上のことから， (1)， (2)を総括すると，打ち手が正面打を成功するときも，不成功になると

きも，受け手の動作は，前に出る，後に退がる，居つきの3タイプに大別される。また，竹万

の方向は，成功する時の受け手の竹万は左・右どちらかに開き，不成功の時は左・右どちらか

で受けられるのがみられた。成功・不成功の両場面で受け手の竹万が，右上に開く例が一番多

くみられたが， これは，受け手が受ける場合に一番竹万操作がしやすい動作であり，打ち手の

竹万速度や距離，竹万角度にタイミングを合わせようとする意識的動作の現われであり，その

良否が成功・不成功を決定づけているものと思われる。

3. 正面打の成功・不成功時の打ち手と受け手の動作の分析

1， 2の結果，正面打で成功・不成功時に多くみられたタイプは，次の通りである。

nu 



剣道の有効打突に関する一考察

(1) 受け手の動作を瞬時にねらって打つ場合， (2) 受け手が出てくる所を打つ場合， (3) 受

け手が退く所を打つ場合の三つに分類された。本分析は，これらのタイプについてその共通的

要因を明らかにするために行なったものである。三つのタイプについて，前記した方法で打ち

手と受け手の動作中の上体角度，竹刀角度，距離，竹万速度等について，両者の動作中の関係

を分析したものである。なお各タイプ，各10例の資料において，竹刀の起り〈打ち手の竹万の動

き始め)，動作時間，竹万振り上げ最高時，打突時等，受け手の動作がそれぞれ異なるところか

ら，特にそのタイプの動作の特徴が顕著にあらわれたものを，代表例として掲載した。また各

々10例の資料の各測定項目の平均値を表4'"'"'6に掲載した。

(1) 受け手の動作を瞬時に打ち成功・不成功になった場合

① 打ちが成功した時の傾向をみると，表4，図 1'"'"'図3が示す通りである。上体角度〈図'

1 )は，動作中打ち手の変化はあまりみられないが， 受け手の角度は，はじめ多少後傾してお

り，打ち手の竹万が振り上げ最高時に達する前で一旦前傾する傾向がみられる。竹万角度は，

打ち手の場合，竹万の振り上げ振り下ろしの角度変化を大きくさせて打ちへと移行している。

受け手は，打ち手の竹万角度が増し始めてから，角度を増して行き，打たれる時でも角度の増

加がみられる。これは竹万をただ振り上げるだけの動作が行なわれたものと思われる。両者の

面の距離も，打ちに移行するにしたがって短かくなる。面速度(図2)も打ち手の場合は，竹万

振り上げ最高時まで速度を 表4 受け手の動作を瞬時に打つ場合

増しその速度に受け手が

ついて行けず，打たれる時

はあまり動きがみられない

状態である。竹万速度〈図

3)は，打ち手の場合， 竹

万振り上げ最高時までさほ

ど速くないが常に受け手の

速度より先行し最高時後

急激に速度を増して打ちを

行なっている。その反面，

受け手は打ち手の速度より

遅く，常に打ち手の速度に

先行され，付いて行けない

傾向がみられる。以上のこ

とから打ち手が成功する場

起 り 時 竹万最高時 打 時
平均値

成功不成功成功 l1不成功成功不成功

打 82 I 90 I 88 I 84 I 86 I 72 

打 22 20 節目 33132
竹万角度

受 20 20 I 62 4 I 108 30 

面の距離 打
2.4 2. 7 1.8 2.3 1.4 2.1 

(M) X 声量，

打一打ち手 受一受け手

起り→竹万最高時 竹万最高時→打時
移動速度の平均値

成功|不成功 成功|不成功

竹万速度 16. 2 

CM/sec) 受け手 6.0 2.8 10. 2 11. 5 

面速度 打ち手 2. 7 2.2 5.3 4.9 

CM/sec) 受け手 3.0 1.7 

- 31-



剣道の有効打突に関する一考察

その上，速い竹万速度によって打突動作が行なわれるた合は，打ち手の上体が動作中安定し，

また，受けめ，受け手がその速度に合わせられず，打突を有効にしてしまうものと思われる。

手の上体が多少後傾している状態の時に，打ち手が上体を安定させ動作を仕掛けている傾向が

上体が多少後傾受け手は，表4が示す平均値をみても明らかなように，これは，みられた。

し，打時の竹万角度も高く，竹万速度も打

これは分析したグち手より遅い値を示す。図1

受け手の動作を瞬時に打ち成功した場合

上体角度・竹万角度・相互の面の距離
ラフとともにその傾向がみられる。

打ちが不成功であった時の傾向をみ

図4"-'6が示す通りである。

竹万の起上体角度(図4)においては，

りから受け時まで受け手の角度変化はあま

打

上体が打ちに移行するにしたがっ

りみられない〈表4の平均値を参照〉が，

ち手は，

て徐々に前傾し，受け時では強い前傾があ

打ち手の場竹万角度は，らわれている。

， 
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いる。受け手の場合は，打ち手の竹万の起

図3

受け手の動作を瞬時に打ち成功した場合
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図2
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剣道の有効打突に関する一考察

りから竹万振り上げ最高まであまり角度を変化させず，その後，打ち手が竹万を振り下ろし，

打ちに移行するとその角度にあわせるように，竹万角度をあげているのがみられる。その時の

両者の距離は，わずかに近づくが，さほど起り時と変わらない距離である。面速度(図5)は，

打ち手が竹万の起りとともに前進するが，受け手は，打ち手の竹万振り上げ最高まで動かず，

その後打ち手の速度にあわせるように距離

を縮める傾向がある。竹万速度も図6が示

すように，受け手が打ち手の竹万速度にあ

わせるように速度を増して受けている。

以上のことから，打ち手の面打ちが不成

功になるときは，打ち手が上体を前傾しな

がら打ってくるのに対し，受け手が上体を

あまり変化させず，また，打ち手の竹刀速

度にあわせるように竹万を振り上げ，その

竹万を受け，打突を不成功にしているもの

と考えられる。いわゆる，受け手が上体を

動かさず，安定した状態にし、るときは，い

くら早く打ち込んでも， その動きを予知

し，身体の動きや竹万操作が円滑に働かせ

図5

受け手の動作を瞬時に打ち不成功の場合
M/SEC 面速度
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剣道の有効打突に関する一考察

ることが出来るので，打ち手の打ちを不成功にさせるものと思われる。

(2) 受け手が前進する所を打ち，成功・不成功になった場合

受け手が前進する所を打つ場合は，表5及び図7'"図12が示す通りであるよ、

① 打ちが成功した時の傾向をみると，図7'"図9が示す通りである。

上体角度(図7)は， 打ち手の場合，竹万の起りから一旦上体を前傾させ， その後，角度を

増しながら竹万振り上げ最高まで移行しその後，角度をもとの状態〈起り時の状態〉にもどして

打ちを行なっている。しかし受け手の場合は，打ち手が竹万振り上げ最高時に達するまでは

角度を変えないが，その後，角度を増し(後傾する〉打たれているのがみられる。これは，打ち

手の場合，上体をコントロールして打ちに移行するが，受け手はそれが出来ず，上体が後傾し

てしまい，打たれるものと思われる。竹万角度は，受け手が打ち手より先に竹万をあげると，

打ち手は直ちに角度をあげながら竹万振り上げ最高時に移行し，その後，角度を大きくし，受

け手より先行して打ちに移行している。また，相互の面の距離も，打ちに移行するとともに近

くなる傾向である。面速度〈図8)は， 受け手がはじめ前進すると，その速度にあわせるよう

に打ち手も速度を増している。竹万振り上げ最高後は，受け手の速度は止まるが，打ち手は速

度を増して打ちに移行している。竹万速度も図9が示すように，はじめは受け手の速度が先行

するが，竹万振り上げ最高後は，打ち手の速度が急激に増して打ちへと移行している。そのと

表5 受け手が前進する所を打つ場合 き，受け手の速度は打ち時

前に停止する傾向がある。

l ;」lJ;「:;il J功|不ニ
上体角度|打 l ぉ I w I ~ I M I ~ I M 
[受 I 82 I 93 I 85 I 98 I 93 I 90 

度(打 I 10 I 17 I 57 I 24 I 24 I 26 

受 I 15 I 13 I 42 I 22 I 12 I 

平均値

打
一
受

離距
心
の

σ
面 2.8 2.9 2.3 1.5 

打一打ち手 受一受け手

起り→竹万最高時 竹万最高時→打時
移動速度の平均値

成功 不成功 成功 不成功

竹万速度
CM/sec) 

受け手 6. 5 I o. 2 I 8. 3 I 11. 0 

面速度 打ち手 1. 8 I 3. 5 I 3. 5 I 4. 4 
CM/sec) 受け手 1. 0 I 1. 2 I O. 8 I 1. 8 

- 34-

図9が示すように，受け手

の面速度が打ち手の竹万振

り上げ最高時で止まってし

まい，後は打ち手が竹万速

度を増して打ちに移行して

いることからも理解出来

る。

以上のことから，打ち手

が成功する時は，上体をコ

ントロールして打ちに移行

し，はじめは受け手が竹万

角度も速度も先行するが，

竹万振り上げ最高後，打ち

手は竹万角度や速度を増



剣道の有効打突に関す・る一考察

し，打ちへと移行する。これが打ちをより有効にしているものと思われる。

② 打ちが不成功になった時の傾向は，表5及び図10"'"'図12が示す通りであるo

上体角度(図10)は， 受け手がはじめは一旦前傾するが， すぐにもとの状態にもどり安定し

た状態で打ち手の竹万を受けているのがみられる。打ち手の場合は，竹万の起りとともに徐々

に上体を前傾させ，竹万を振り上げ，その

後も前傾しながら竹万を振り下ろしてい

る。これは，打ち手が打つために前進する

所を，受け手が上体を多少前傾させ，迎え

打つ体勢を作り，その後上体を安定させ，

打ち手の竹万を受けているものと理解され

る。竹万角度をみると，打ち手は前進しな

がら一旦竹万を下げ，その後，角度を急激

に増しながら竹万振り上げ最高位に達し

その後，ふたたび急激に角度を減少して打

っている。受け手は，打ち手の竹刀角度に

あわせるように変化させ，打ち手が竹万を

振り上げ，振り下ろしに入ると角度を急激

に増し，打ち手の竹万を受けている。これ

図8

受け手が前進する所を打ち成功する場合

面速度
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剣道の有効打突に関する一考察

はじめは打ち手の竹万速度が先行し速度を増は，竹万速度〈図12)をみても明らかなように，

その後，打ち手の速度に合わしていくが，受け手は，竹万振り上げ最高まで竹万を動かさず，

面速度〈図11)も同じように，竹万振りせるように速度を増して受けに移行している。 7また，

上げ最高後，受け手の速度が急激に速くなり前進するのがみられる。以上のことから打ち手の

面が不成功になる時は，打ち手が打つため図10 受け手が前進する所を打ち不成功の場合
M/SEC 上体角度・竹万角度・相互の面の距離

はじめは上に前進してきても，受け手は，
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安定した状態にもどり，竹万を動かさずに

打ち手の状態をみているものと思われる。

打ち手が竹万を振り下ろしはじめると，受

け手は，打ち手の竹万角度，速度に上手く

タイミングをあわせ，竹刀速度を増しなが

ら受ける動作へと移行するものと思われ
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も明らかである。
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剣道の有効打突に関する一考察

は，表6及び図13""図18が示す通りである。

① 打ちが成功した時の傾向をみると，図13'""-'図15が示す通りである。

上体角度(図13)は， 受け手が多少後傾しているところを打ち手が攻めはじめ， 竹万振り上

げ最高時で一旦前傾し， その後， 上体をもとにもどしながら打ちへと移行している。受け手‘

は，打ち手に攻められると一旦，上体を後傾し，直ちにもとの状態にもどるが，次第に上体を

後傾させてしまい打たれている。竹万角度においては， 打ち手は一旦， 角度を上げて攻め始

め，その後角度を下げて前進し，受け手が後傾しはじめると，ただちに角度を増しながら竹刀

を振り上げ，打ちへと移行するのがみられる。受け手は，打ち手が攻め始めると角度を上げた

まま(剣先を浮かす〉後退し，打ち手の竹万が振り下ろされても，その角度を変えず，打たれる

直前に多少角度を上げているのがみられる。また，両者の面の距離は，打ちに移行するにした

がって徐々に近くなっている。竹刀速度〈図15)は， 攻めはじめから常に打ち手が先行し，竹

刀を振り上げる速度より，振り下ろす速度の方が大きく，その上，急激に動作が行なわれてい

るのがみられる。受け手の速度は，その速度に合わせられないまま，打ちに移行している。こ

れは， 面速度(図14)をみても明らかであり打ち手が前進してくるのに対し， 受け手の後退す

る速度が遅く，その動きについて行けすやに打たれてしまうものと思われる。

以上のことから打ち手の面打が成功したときは， 受け手の上体が後傾する所を攻め入り〈表

6の上体角度参照〉受け手が

後退しながら竹万を浮か

し，上体を立て直そうとす

るところを打って打ちを成

功させているものと思われ

る。

② 打ちが不成功になっ

た時の傾向は，表6及び図

16'""-'図18が示す通りであ

る。

上体角度(図16) は， 受

け手が安定した状態のとこ

ろに，打ち手が多少上体を

前傾させて攻め入り，受け

手が一旦前傾しはじめる

と，打ち手は上体を起こ

表6 受け手が後退する所を打つ場合

起り時竹万最高時 打 時
平均値

受 105 I 90 90 96 I 110 I 94 

打 20 I 10 48 43 20 20 
竹刀角度

受 12 14 24 18 30 25 

面の距離 打 3.0 2.8 2.2 1.8 1.7 '1. 8 (M) 
~くt

打一打ち手 手け受受

起り→竹万最高時 竹万最高時→打時
移動速度の平均値

成功 不成功 成功 不成功

竹万速度
(M/sec) 

受け手 1. 4 I 2. 7 I 1. 9 I 5. 3 

面速度 打も手 3.5 I 4.1 I 7.0 I 6.6 

(M/sec) 受け手 1. 7 I O. 7 I 2. 1 I 5. 6 
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剣道の有効打突に関する一考察

し，竹万を振り上げ，ふたたび前傾しながら打ちへと移行するが，受け手は，打ち手の竹万が

振り上げられると後傾し，そのまま後退しながら上体を立て直し受けに移行している。竹万角

度は，打ち手の竹刀角度が竹万振り上げ最高時で大きくなり，その後，直ちに振り下ろして来

るのに対し，受け手は竹万角度をあまり変化させすYこ後退し， 余しているのがみられる。ま

た，相手との距離は縮まるが，その後は距
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受け手が後退する所を打ち成功する場合

上体角度・竹万角度・相互の面の距離
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離は変らない。面速度(図17)をみても，

打ち手が前進する速度に対し受け手が速

度を合わせて後退している。これは，打ち

手の打ちに対して，受け手が身体で距離を

とっているものと思われる。これは，表6

でも明らかになるように，竹万振上りげ最

高時前の平均速度より，最高後の速度の値

が急速に高くなっていることからも明らか

である。竹万速度(図18)は， 打ち手が竹

万を振り上げ，振り下ろす速度に合わせる

ように受け手の速度が急激に大きくなって
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剣道の有効打突に関する一考察

は，打ち手が攻めた時，受け手が後退するからといって，ただちに打ち動作に移行しでも，打

ち手の攻める動作に受け手が退く動作を合わせ，距離を保持されてしまったら竹万を余された

り，受けられてしまい，その打ちは不成功になると思われる。

図17

受け手が後退する所を打ち不成功の場合

盟主豆 +起り時

一一打ち手
~:~ ~ MjSEC 
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1. 稽古並びに試合で使われる面わざに

ついては，出来るだけ竹万操作や体さばき

等で，複雑性の少ないわざや直線的な運動

形態のわざを使用している。特に正面打を

用いて，面打ちを有効にしている。

2. 正面打を成功させるためには，受け

手の出頭，居付き，退く所の三つの機会を

とらえ打突している。

3. ¥，、かなるタイプの場合でも，打ちが

成功するときは，上体の安定とともに，自

分の竹万速度や身体の動きが，相手より早

く行われているのが動作として現れてい
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受け手が後退する所を打ち不成功の場合

上体角度・竹万角度・相互の面の距離
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剣道の有効打突に関する一考察

る。これは，相手が自分の動きを予知出来ないため，相手の動作が遅れてしまうために，成功

するものと思われる。不成功の場合には，相手に自分の動きや動作をよまれるために，相手に

早く竹万を振り上げられたり，身体を退かれてしまう結果不成功になるものと思われる。

打突の成功には， 出来るだけ相手を予知し予知されないような動作を行うことが大切であ

り，剣道の稽古や試合を行う時の極めて重要な要素のーっと思われる。
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